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子どもたちは監督、コーチの指導の下、熱中症や脱水症状に気をつ

けながら活動を行っています。初夏の陽気を感じるこの頃、梅雨が

近づき湿度が高くなってきます。この時期はまだ、体が暑さに慣れ

ていないため疲れやすく、体調を崩しやすい時期です。睡眠や栄養

をしっかり取り、体調管理に留意し、これからやってくる「夏」に

備えましょう。6 月以降はこれまでコロナウイルスの影響で中止と

していた各イベントも順次再開していく予定です。

☆５月７日（日）に新入部員説明会を開催☆

川口子どもクラブ育成会に新しいメンバーを！

去る５月７日（日）に新入部員説明会を開催しました。ベース、サッカー、バドミント

ンの代表者から各部の魅力を存分に伝えていただき、参加者の皆様は時折大きくうなづ

いたり、活動についての質問がかわされました。各部で体験や入部の動きが出ておりま

すので、次世代のメンバーを育てていきたいと思います。

☆５月２８日（日）に定期総会を開催☆

５月 2８日（日）、育成会「通常総会」が開催されました。ご多用の中、大勢の方に

ご参加いただきました。ありがとうございます。通常総会の詳細は次月号でお知らせい

たします。

★行事予定

6 月２４（土）育成会事務局・運営会議

７月２日（日）江川海岸潮干狩り

８月２７（日）育成会バザー

本部ニュース



バドミントン部 森田 盟子

娘が朝バドに入部したのは、２年生の秋頃でした。

「バドミントンがやりたい！」と言われ、ジュニアでバドミントンが出

来る所を探していたところ、朝バトに出会い、入部しました。

でも初めの頃は、ラケットにシャトルが当たらず、基礎練習のランニン

グにもついていけず…いつも集団の最後の方を走っていました。低学年

だから仕方ないかな、と思いしばらく見守っていましたが、いつまで経

っても上達せず、思うように出来なくて泣いている娘の姿を見る度に、何度も「辞めようか？」と問

いかけたことがあります。ですが、娘の回答は一貫して「バドミントンは好き！打つのが楽しい！」

というものでした。"好きこそ物の上手なれ"という言葉を思い出し、娘が「やりたい」と言っている以

上、その言葉を信じて見守ろうと決めました。

では、現実問題として「練習についていくためにはどうしたらいい？」と娘に問いかけたところ、

「たくさん練習する！」と返ってきました。ただ、親も仕事があり体育館に行く回数を増やすことは

出来ないので、朝バトの練習メニューの中で家の周りで出来る素振りやフットワーク等をやっていま

した。サボりたい気持ちと戦いながらも、上手くなりたい一心から、何とか自主練を続けていたと思

います。しばらくすると、基礎の動きは理解してきましたが、それだけでは試合に勝つことは出来

ず、ゲーム練習になると負けて、落ち込んで帰ることが何回もありまし

た。それでも、皆との練習日になればまた笑顔になり「練習をがんばろ

う！」となっていましたので、娘に理由を聞いてみると、「バドミント

ンは皆とやるから楽しいんだよ。」と。

一緒に切磋琢磨し合える仲間がいたから、ここまで練習を続けてこれ

たのだと思います。

そんな日々を送っていたところ、５年生で朝バド副キャプテンとなり、"自分がやらなきゃいけない

んだ"といった自覚が芽生え、練習においても、苦手な部分を自ら練習する姿が見受けられました。試

合でも少しずつ勝てるようになっていき、大会で勝つことも増え、先日行われた川口市ダブルス大会

では、ペアの子と奮闘し優勝することが出来ました。

そして６年生では、朝バドキャプテンを任命されました。今は皆の前に

出て号令をかけておりますが、２年生の入部当時、集団の一番後ろを走っ

ていた姿からは想像も出来ません。決して運動神経抜群なキャプテンでは

ありませんが、上手く出来ない苦しさを知っているからこその利点を活か

して、残り一年、仲間とともに走り続けてほしいと思います。

最後になりましたが、小学生という大事な成長期に、仲間に恵まれ、こ

のチームでプレーをさせて頂いた経験は、何物にも代え難い貴重な財産と

なりました。

これも一重に、諦めずに指導して下さった監督・コーチの皆様、また、部

の活動を支えて下さった保護者の皆様、川口子どもクラブ育成会の皆様の

おかげと感謝しております。ありがとうございました。

・・・次回のリレーエッセイは「サッカー部」です。

第 321 回 思いつくまま気ままに・・・


